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JR連合への総結集と
労使の信頼関係構築へ全力をあげ

職場からの安全確立
政策課題の解決・前進を図ろう！

JR連合

JR連合

　
Ｊ
Ｒ
東
海
ユニ
オ
ン
は
７
月
５
日
、

名
古
屋
市
内
に
お
い
て
第
32
回

定
期
大
会
を
開
催
し
、向
こ
う

１
年
の
運
動
方
針
を
決
定
し
た
。

　
冒
頭
、
執
行
部
を
代
表
し
て
挨

拶
に
立
っ
た
尾
内
裕
昭
中
央
執

行
委
員
長（
Ｊ
Ｒ
連
合
副
会
長
）

は
、
コ
ロ
ナ
禍
で
も
、
組
合
員
が

職
場
の
最
前
線
で
業
務
に
精
励

し
、
献
身
的
に
組
合
活
動
に
取

り
組
ん
だ
こ
と
に
謝
意
を
示
し

た
う
え
で
、「
結
成
30
周
年
を
迎

え
、
６
年
目
と
な
る
中
期
目
標

『
Ｕ
Ｎ
Ｉ
Ｏ
Ｎ 

Ｆ
Ｕ
Ｔ
Ｕ
Ｒ
Ｅ

⇒

２
０
２
７
』に
基
づ
く
全
員
参

画
の
運
動
を『
Ｏ
Ｎ
Ｅ 

Ｔ
Ｅ
Ａ
Ｍ
』

で
前
進
さ
せ
よ
う
」
と
力
強
く

訴
え
た
。

　
Ｊ
Ｒ
連
合
か
ら
は
政
所
大
祐

事
務
局
長
と
相
良
夏
樹
組
織
局

長
が
参
画
し
、
代
表
し
て
政
所
事

務
局
長
は
、
総
対
話
行
動
に
象
徴

さ
れ
る
対
話
・
世
話
役
活
動
の

重
要
性
を
訴
え
、
職
場
実
態
に

基
づ
く
情
報
の
把
握
と
共
有
の

さ
ら
な
る
実
践
を
要
請
し
た
。

　

議
事
で
は
、「
安
全
の
確
立
」

「
組
織
の
活
性
化
」「
ハ
ー
ト
フ

ル
カ
ン
パ
ニ
ー
の
実
現
」を
柱
と

す
る
運
動
方
針
が
提
起
さ
れ
た
。

質
疑
で
は
21
人
の
代
議
員
等
か

ら
、
総
対
話
行
動
の
あ
り
方
や
Ｊ

Ｒ
東
海
が
進
め
る「
業
務
改
革
」

や「
中
央
新
幹
線
計
画
」に
関
す

る
課
題
、
衆
院
選
の
動
向
が
注
目

さ
れ
る
政
治
活
動
等
の
意
見
・
要

望
が
出
さ
れ
た
。

　

総
括
答
弁
に
立
っ
た
今
井
孝

治
書
記
長（
Ｊ
Ｒ
連
合
執
行
委
員
）

は
、「
中
期
目
標
を
大
事
に
し
つ

つ
、
組
合
員
一
人
ひ
と
り
が
主
役

と
な
る
よ
う
、
中
期
目
標
・
後
期

の
運
動
に
取
り
組
む
」と
決
意
を

述
べ
、
す
べ
て
の
議
案
が
満
場
一

致
で
採
択
さ
れ
た
。

　
本
大
会
で
は
、
長
年
運
動
を
牽

引
し
て
き
た
副
委
員
長
を
務
め

た
丸
山
知
章
氏
、
入
谷
政
治
氏
を

は
じ
め
と
す
る
役
員
が
退
任
し
、

女
性
や
中
央
新
幹
線
部
門
か
ら

の
専
従
役
員
を
選
出
す
る
な
ど

新
た
な
執
行
部
を
確
立
し
た
。
最

後
に
、
尾
内
委
員
長
の
団
結
が

ん
ば
ろ
う
で
締
め
く
く
っ
た
。

《
新
三
役
》

中
央
執
行
委
員
長　

尾
内
裕
昭

中
央
執
行
副
委
員
長　

鎌
田
隆
司

中
央
執
行
副
委
員
長　

福
森
敬
和

書
記
長　
　
　
　
　

今
井
孝
治

　「６月29日からの大雨」、並びに「７月７日からの大雨」で被災さ
れた皆様に、心よりお見舞い申し上げます。皆さま方の一刻も早い復

職
場
の
課
題
な
ど
、
23
人
の

代
議
員
、
特
別
代
議
員
が
発
言

し
熱
心
に
討
議
が
展
開
さ
れ
た
。

吉
田
祥
司
書
記
長
の
集
約
答
弁

後
、
す
べ
て
の
議
案
を
満
場
一

致
で
可
決
し
た
。

　

役
員
改
選
で
は
、
芦
原
秀
己

氏
、
木
村
智
隆
氏
、
北
村
公
次

氏
ら
が
退
任
、
中
央
執
行
委
員

長
に
吉
田
祥
司
氏
を
は
じ
め
と

す
る
、
新
執
行
部
が
選
出
さ

れ
、
新
た
な
ス
タ
ー
ト
を
切
っ
た
。

《
新
三
役
》

中
央
執
行
委
員
長　

吉
田
祥
司

中
央
執
行
副
委
員
長　

鎗
光
俊
勝

書
記
長　
　
　
　
　

大
久
保
浩

節
目
に
組
織
拡
大
へ
奮
起
し
て

い
た
だ
き
た
い
。
正
念
場
に
臨

む
に
あ
た
り
、
Ｊ
Ｒ
連
合
は
あ

ら
ゆ
る
支
援
を
惜
し
ま
な
い
」

と
挨
拶
し
た
。
ま
た
、
本
大
会

に
は
こ
の
１
年
間
で
の
新
規
加

入
者
が
参
加
し
、
「
Ｊ
Ｒ
北
労

組
の
正
し
さ
を
確
信
し
て
い
る
」

な
ど
力
強
く
決
意
を
述
べ
た
。

　

議
事
で
は
、
離
職
防
止
や
組

織
拡
大
の
課
題
を
中
心
に
、

「
挨
拶
も
な
い
職
場
環
境
」「
離

職
の
続
く
厳
し
い
実
態
」
な
ど

11
人
か
ら
発
言
が
あ
っ
た
。

な
か
で
も
、
組
織
拡
大
を
通
じ

て
こ
の
状
況
を
変
え
る
た
め

に
、
Ｊ
Ｒ
連
合
・
Ｊ
Ｒ
北
労
組

か
ら
の
情
報
、
組
織
拡
大
の
成

功
事
例
や
加
入
者
の
問
題
意
識

の
共
有
な
ど
を
求
め
る
意
見
が

出
さ
れ
、
熱
心
に
討
議
し
た
。

　

人
見
圭
一
書
記
長
の
集
約
答

弁
を
受
け
て
す
べ
て
の
議
案
を

可
決
し
、
結
成
20
周
年
の
節
目

に
臨
む
決
意
を
固
め
合
っ
た
。

起
さ
れ
、
７
人
の
代
議
員
・
特
別

代
議
員
か
ら
、
組
織
強
化
・
拡
大

や
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
の
取
り
組
み

の
ほ
か
、
春
季
生
活
闘
争
、
組
織

財
政
の
見
直
し
、
社
友
会
の
動
向

等
、
活
発
な
質
疑
・
討
論
が
行
わ

れ
た
。
エ
ル
ダ
ー
組
合
員
の
代
議

員
か
ら
は
、「
ま
だ
繋
が
り
が
あ

る
。
こ
れ
を
活
か
し
て
組
織
拡
大

に
取
り
組
も
う
」
と
仲
間
の
組

合
員
に
呼
び
掛
け
た
。

　
執
行
部
の
中
間
答
弁
、
菅
井
正

和
事
務
局
長
の
集
約
答
弁
の
後
、

す
べ
て
の
議
案
が
満
場
一
致
で

可
決
さ
れ
た
。
役
員
改
選
で
は
、

さ
ら
に
若
手
中
央
執
行
役
員
を

加
え
た
体
制
を
確
立
し
、
最
後

に
、
再
任
さ
れ
た
菅
野
委
員
長

が
団
結
が
ん
ば
ろ
う
で
定
期
大

会
を
締
め
く
く
っ
た
。

《
三
役
》

中
央
執
行
委
員
長　

菅
野
一
位

中
央
執
行
副
委
員
長　

国
井
道
徳

中
央
執
行
副
委
員
長　

瀬
藤
正
樹

中
央
執
行
副
委
員
長　

齋
藤
勝
彦

中
央
執
行
副
委
員
長　

齋
藤
弘
昭

書
記
長　
　
　
　
　

菅
井
正
和

　

Ｊ
Ｒ
連
合
第
33
回
定
期
大
会
に
お
け
る
２
０
２
３
年
度
運
動
方
針
決
定
を
受
け
、
各
単
組
に

お
い
て
定
期
大
会
が
開
催
さ
れ
て
い
る
。
来
賓
や
傍
聴
の
参
集
も
コ
ロ
ナ
禍
以
前
に
戻
す
単
組

も
多
く
、
活
気
の
あ
る
大
会
が
各
地
で
開
催
さ
れ
た
。

　

ま
た
、
今
大
会
は
多
く
の
単
組
で
役
員
改
選
が
行
わ
れ
て
お
り
、
こ
れ
ま
で
各
単
組
で
の
運

動
は
も
と
よ
り
、
Ｊ
Ｒ
連
合
運
動
を
牽
引
し
て
き
た
多
く
の
役
員
が
退
任
し
、
新
た
な
体
制
で

の
ス
タ
ー
ト
が
切
ら
れ
た
。

　
Ｊ
Ｒ
連
合
は
引
き
続
き
、「
Ｊ
Ｒ
連
合
ビ
ジ
ョ
ン
」
の
実
現
に
向
け
運
動
を
展
開
し
て
い
く
。

Ｊ
Ｒ
東
海
ユ
ニ
オ
ン
第
32
回
定
期
大
会

『
Ｏ
Ｎ
Ｅ 

Ｔ
Ｅ
Ａ
Ｍ
』で

総
対
話
行
動
か
ら
全
員
参
画
の
運
動
を

Ｊ
Ｒ
九
州
労
組
第
32
回
定
期
大
会

労
使
の
叡
智
を
結
集
し

　
　
　
　
　
　

力
強
い
行
動
を

Ｊ
Ｒ
北
労
組
第
22
回
定
期
大
会

結
成
20
年
を
機
に

　
　
　

組
織
拡
大
に
邁
進
す
る

Ｊ
Ｒ
Ｅ
ユ
ニ
オ
ン
第
11
回
定
期
大
会

「
前
へ
！
」心
と
力
を
合
わ
せ
て

　
　

 　
　
　

未
来
を
切
り
拓
く

ＪＲ九州労組第32回定期大会

ＪＲＥユニオン第11回定期大会

７月10日の大雨で築堤崩壊した「BRTひこぼしライン
（筑前岩屋・大行司間）」

ＪＲ東海ユニオン第32回定期大会

ＪＲ北労組第22回定期大会

　
Ｊ
Ｒ
九
州
労
組
は
７
月
５
日
、

北
九
州
市
内
に
お
い
て
第
32
回

定
期
大
会
を
開
催
し
た
。
総
勢
約

１
２
０
人
の
出
席
の
も
と
、「
団

結
・
果
敢
・
躍
動
」
を
メ
イ
ン
ス

ロ
ー
ガ
ン
に
掲
げ
、
２
０
２
３
年

度
の
運
動
方
針
を
決
定
し
た
。

Ｊ
Ｒ
連
合
か
ら
は
荻
山
市
朗
会

長
、
住
吉
一
家
労
働
政
策
局
長

が
出
席
し
た
。

　

芦
原
秀
己
中
央
執
行
委
員
長

（
Ｊ
Ｒ
連
合
副
会
長
）は
、「
国
鉄

改
革
に
並
ぶ
大
転
換
期
に
Ｊ
Ｒ

九
州
グ
ル
ー
プ
が
持
続
的
成
長

を
果
た
す
た
め
に
、
労
使
の
叡

智
を
結
集
し
環
境
変
化
に
対
応
し

た
事
業
展
開
と
成
果
配
分
の
好

循
環
を
創
り
出
し
て
い
く
こ
と

が
求
め
ら
れ
る
。
労
働
組
合
が
労

使
の
確
か
な
信
頼
関
係
を
も
と

に
、
変
革
を
支
え
る
基
盤
と
し
て

役
割
を
果
た
さ
な
け
れ
ば
な
ら

な
い
」と
述
べ
、
団
結
と
力
強
い

行
動
を
訴
え
た
。

　
Ｊ
Ｒ
連
合
を
代
表
し
荻
山
会

長
は
、「
結
成
30
周
年
を
迎
え

た
Ｊ
Ｒ
連
合
は
Ｊ
Ｒ
産
業
の
最

大
責
任
産
別
だ
が
、
Ｊ
Ｒ
に
働

く
す
べ
て
の
仲
間
の
総
結
集
と

Ｊ
Ｒ
全
社
と
の
信
頼
関
係
の
確

立
は
未
達
成
。
こ
れ
は
Ｊ
Ｒ
産

業
の
持
続
的
成
長
に
不
可
欠
な

社
会
的
要
請
だ
。
Ｊ
Ｒ
連
合
の

力
を
結
集
し
目
標
実
現
に
取
り

組
む
」と
決
意
を
明
ら
か
に
し
た
。

　

議
事
で
は
、
若
手
の
労
働
組

合
へ
の
不
満
や
理
解
不
足
な
ど

組
織
課
題
の
ほ
か
、
人
事
・
賃
金

制
度
改
正
、
要
員
不
足
や
効
率

化
へ
の
対
応
を
は
じ
め
と
す
る

　
Ｊ
Ｒ
北
労
組
は
７
月
８
日
、

札
幌
市
内
に
お
い
て
第
22
回
定

期
大
会
を
開
催
し
、
２
０
２
３

年
度
の
運
動
方
針
を
満
場
一
致

で
決
定
し
た
。

　

執
行
部
を
代
表
し
て
挨
拶
に

立
っ
た
昆
弘
美
中
央
執
行
委
員

長（
Ｊ
Ｒ
連
合
副
会
長
）は
、主

要
課
題
で
あ
る「
安
全
の
確
立
」

「
Ｊ
Ｒ
北
海
道
の
経
営
課
題
」

「
組
織
課
題
」「
離
職
問
題
」に
つ

い
て
そ
れ
ぞ
れ
提
起
し
た
。
組
織

課
題
に
関
し
て
は
、「
こ
れ
ま
で

の
成
果
を
糧
に
、
一
丸
と
な
っ
て

組
織
拡
大
に
邁
進
す
る
こ
と
を

決
意
し
よ
う
」と
訴
え
た
。
ま
た

10
月
に
結
成
20
周
年
の
節
目

を
迎
え
る
こ
と
か
ら
「
Ｊ
Ｒ
北
労

組
結
成
の
意
義
を
全
体
で
再
確

認
し
、
全
組
合
員
が
団
結
し
総
行

動
し
よ
う
」
と
呼
び
掛
け
た
。

　
Ｊ
Ｒ
連
合
か
ら
は
荻
山
会
長

が
出
席
し
「
Ｊ
Ｒ
産
業
の
持
続
的

成
長
へ
Ｊ
Ｒ
に
働
く
す
べ
て
の

仲
間
の
総
結
集
と
Ｊ
Ｒ
連
合
と

Ｊ
Ｒ
全
社
と
の
信
頼
関
係
の
確

立
は
社
会
的
要
請
。
と
り
わ
け
経

営
が
厳
し
く
課
題
が
山
積
す
る

Ｊ
Ｒ
北
海
道
に
は
、
Ｊ
Ｒ
連
合
・

Ｊ
Ｒ
北
労
組
と
の
連
携
が
必
ず

求
め
ら
れ
る
。
結
成
20
年
を

　
Ｊ
Ｒ
Ｅ
ユ
ニ
オ
ン
は
７
月
８

日
、
東
京
都
内
に
お
い
て
第
11

回
定
期
大
会
を
開
催
し
、
新
執

行
部
を
確
立
す
る
と
と
も
に
、

２
０
２
３
年
度
の
運
動
方
針
を

満
場
一
致
で
決
定
し
た
。

　

挨
拶
に
立
っ
た
菅
野
一
位
中

央
執
行
委
員
長（
Ｊ
Ｒ
連
合
副
会

長
）は
、
あ
ら
た
め
て
組
合
員
の

奮
起
を「
前
へ！
」と
強
く
訴
え
る

と
と
も
に
、
様
々
な
施
策
が
矢

継
ぎ
早
に
展
開
さ
れ
る
中
、
現
場

社
員
、
と
り
わ
け
現
場
管
理
者

を
含
む
中
堅
社
員
の
理
解
不
足

の
ま
ま
施
策
が
実
施
さ
れ
て
い

る
こ
と
が
事
故
等
の
続
発
を
生

む
課
題
で
あ
る
と
し
、
民
主
的
な

労
働
運
動
を
通
じ
て
妥
協
な
く

チ
ェ
ッ
ク
機
能
を
果
た
し
て
い

く
取
り
組
み
を
要
請
し
た
。

　
Ｊ
Ｒ
連
合
か
ら
は
政
所
事
務

局
長
と
相
良
組
織
局
長
が
参
画

し
、
政
所
事
務
局
長
は
組
織
の
強

化
・
拡
大
を
最
重
要
課
題
と
し
、

理
解
者
と
の
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
強

化
、
世
代
交
代
期
の
技
術
継
承
の

必
要
性
を
訴
え
る
と
と
も
に
、
力

強
い
政
策
活
動
や
革
マ
ル
浸
透

問
題
に
対
す
る
取
り
組
み
を
展

開
し
、
Ｊ
Ｒ
Ｅ
ユ
ニ
オ
ン
の
仲
間

と
と
も
に
歩
む
決
意
を
述
べ
た
。

　

議
事
で
は
運
動
方
針
等
が
提

旧をお祈り申し上げます。
　今回の大雨による被害は
広範囲に及んでおり、ＪＲ
九州においては、開業を間
近に控えた、「ＢＲＴひこ
ぼしライン」の築堤崩壊や
倒木をはじめ、鉄道施設も
多くの被害を受けました。
　復旧を担う職場で懸命に
働く全国の仲間に、改めて
敬意を表します。

今夏の大雨で被災された皆様へ今夏の大雨で被災された皆様へ

Ｊ
Ｒ
７
単
組
で
２
０
２
３
年
度
の
活
動
を
ス
タ
ー
ト

「
安
全
確
立
」「
組
織
強
化
・
拡
大
」等
に
つ
い
て

各
単
組
で
討
議
　
新
体
制
を
確
立

Ｊ
Ｒ
７
単
組
で
２
０
２
３
年
度
の
活
動
を
ス
タ
ー
ト

「
安
全
確
立
」「
組
織
強
化
・
拡
大
」等
に
つ
い
て

各
単
組
で
討
議
　
新
体
制
を
確
立
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Ｊ
Ｒ
四
国
労
組
は
７
月
10
日
、

高
松
市
内
に
お
い
て
第
42
回
定
期

大
会
を
開
催
し
、
２
０
２
３
年

度
の
運
動
方
針
を
満
場
一
致
で

決
定
し
た
。

　
冒
頭
、
挨
拶
に
立
っ
た
大
谷
清

執
行
委
員
長（
Ｊ
Ｒ
連
合
副
会
長
）

は
、「
安
全
・
安
定
・
安
心
輸
送
の

確
立
」「
組
織
の
強
化
・
拡
大
」「
労

働
条
件
の
改
善
」に
加
え「
政
策

と
政
治
の
取
り
組
み
」を
通
じ
た

所
感
や
今
後
の
取
り
組
み
に
対

す
る
決
意
を
述
べ
る
と
と
も
に
、

３
年
以
上
続
い
て
き
た
コ
ロ
ナ

禍
の
影
響
を
振
り
返
り
つ
つ
、

「
Ｊ
Ｒ
四
国
グ
ル
ー
プ
の
経
営

動
向
も
明
る
い
方
向
に
転
じ
つ

つ
あ
る
。
安
全
の
取
り
組
み
を
第

一
義
と
し
、『
ユ
ニ
オ
ン
ビ
ジ
ョ

ン
２
０
２
３
』の
推
進
を
通
じ
、

明
る
い
未
来
を
」と
呼
び
か
け
た
。

　
Ｊ
Ｒ
連
合
か
ら
は
政
所
事
務

局
長
が
参
加
し
、
組
織
の
強
化
・

拡
大
の
重
要
性
や
労
働
組
合
の

存
在
意
義
に
つ
い
て
正
し
く
理

解
を
得
る
取
り
組
み
の
必
要
性

に
言
及
。
ま
た
、
各
種
政
策
提
言

を
活
用
し
、
政
治
活
動
と
併
せ
て

実
現
に
向
け
た
運
動
を
力
強
く

展
開
し
て
い
く
決
意
を
述
べ
た
。

　

議
事
で
は
、
２
０
２
３
年
度

の
運
動
方
針
等
が
提
起
さ
れ
、
11

人
の
代
議
員
、
特
別
代
議
員
か
ら

安
全
の
確
立
、
労
働
条
件
改
善

に
係
る
要
望
等
の
質
疑
を
受
け
、

執
行
部
の
中
間
答
弁
お
よ
び
中

村
鉄
平
書
記
長
の
総
括
答
弁
の

後
、
す
べ
て
の
議
案
が
満
場
一

致
で
可
決
さ
れ
た
。

　

役
員
改
選
で
は
、
石
川
敏
也

氏
（
Ｊ
Ｒ
連
合
・
産
業
政
策
局

長
に
就
任
）
が
退
任
し
、大
谷

委
員
長
を
は
じ
め
と
す
る
新
た

な
三
役
を
選
出
。
ま
た
初
の
女

性
執
行
委
員
を
選
出
す
る
な
ど
、

運
動
方
針
に
基
づ
く
諸
活
動
を

推
進
し
、
「
ユ
ニ
オ
ン
ビ
ジ
ョ

ン
２
０
２
３
」
の
前
進
を
図
っ

て
い
く
新
た
な
役
員
体
制
を
確

立
し
た
。

　

最
後
に
、
大
谷
委
員
長
の
団

結
が
ん
ば
ろ
う
で
定
期
大
会
を

締
め
く
く
っ
た
。

《
新
三
役
》

執
行
委
員
長　
　
　

大
谷　

清

副
執
行
委
員
長　
　

武
智
義
治

副
執
行
委
員
長　
　

中
野
圭
司

書
記
長　
　
　
　
　

中
村
鉄
平

Ｊ
Ｒ
四
国
労
組
第
42
回
定
期
大
会

新
体
制
を
確
立
し

 

「
ユ
ニ
オ
ン
ビ
ジ
ョ
ン
２
０
２
３
」の
前
進
を

貨
物
鉄
産
労
第
39
回
定
期
全
国
大
会

Ｊ
Ｒ
世
代
執
行
部
の

　
　
　
　
　
　

躍
進
を
決
意

Ｊ
Ｒ
西
労
組
第
35
回
定
期
中
央
本
部
大
会

安
全
を
基
礎
に
絆
を
強
め

　
　
　
　

未
来
を
切
り
拓
こ
う

第25回医療連絡会

組合員に寄り添う活動を
情報交換を通じ労働条件・環境
の改善や人財確保に繋げる

貨物鉄産労第39回定期全国大会

ＪＲ四国労組第42回定期大会

　
私
は
２
０
１
５
年
に
Ｊ
Ｒ
北
海
道
労
組
の

体
制
・
体
質
に
疑
問
を
持
ち
脱
退
し
た
経
緯

が
あ
り
ま
す
が
、
そ
の
時
の
役
員
か
ら
恫
喝
と

も
言
え
る
こ
と
を
さ
れ
た
こ
と
が
あ
り
ま
す
。

　

組
合
所
属
に
関
係
な
く
、
ほ
と
ん
ど
の

社
員
は
仲
良
く
仕
事
を
し
て
い
ま
す
が
、

そ
う
い
っ
た
一
部
の
人
の
た
め
に
職
場
の

風
通
し
が
悪
く
な
っ
て
い
る
と
感
じ
ま
す
。

　
Ｊ
Ｒ
北
海
道
労
組
組
合
員
の
中
に
は
、
そ

う
い
っ
た
状
態
に
疑
問
を
抱
き
、
不
満
を

持
っ
て
い
る
人
が
少
な
か
ら
ず
い
ま
す
。

　

こ
の
よ
う
な
状
況
を
打
破
す
る
た
め

に
、
組
織
拡
大
、
民
主
化
闘
争
の
完
遂
は

必
須
課
題
だ
と
思
い
ま
す
。
Ｊ
Ｒ
北
労
組

が
抱
え
る
課
題
は
多
く
あ
り
ま
す
が
、
頑

張
っ
て
い
き
た
い
と
思
い
ま
す
。

利
用
の
お
客
様
が
増
え
活
気
を
取
り
戻
し

て
い
ま
す
。

　

駅
勤
務
は
チ
ー
ム
ワ
ー
ク
で
あ
り
、
助

け
合
う
こ
と
が
基
本
で
す
が
、
Ｊ
Ｒ
総
連

Ｊ
Ｒ
北
海
道
労
組
の
一
部
役
員
に
は
排
他

的
思
想
、
平
和
共
存
否
定
の
も
と
活
動
し

て
い
る
人
も
い
て
、
『
他
労
組
の
人
間
と

は
挨
拶
も
し
な
い
。
話
も
し
な
い
』
な

ど
、
職
場
を
良
く
し
て
い
く
う
え
で
の
弊

害
に
な
っ
て
い
る
の
が
事
実
で
す
。

　
Ｊ
Ｒ
北
労
組
中
央
本
部
中
央
執
行
委
員

の
田
口
広
大
で
す
。
日
頃
よ
り
Ｊ
Ｒ
連
合

傘
下
の
皆
様
に
は
、
民
主
化
へ
の
ご
支
援

を
い
た
だ
き
、
お
礼
申
し
上
げ
ま
す
。

　

私
は
２
０
０
８
年
に
Ｊ
Ｒ
北
海
道
に
入

社
し
、
現
在
、
札
幌
駅
に
勤
務
し
て
い
ま

す
。
営
業
職
場
で
、
出
改
札
を
担
当
し
て

い
ま
す
。
コ
ロ
ナ
が
感
染
症
法
上
５
類
に

移
行
さ
れ
、
北
広
島
市
に「
北
海
道
ボ
ー

ル
パ
ー
ク
Ｆ
ビ
レ
ッ
ジ
」が
開
業
し
、
ご

役員紹介

Ｊ
Ｒ
北
海
道
労
働
組
合

（
Ｊ
Ｒ
北
労
組
中
央
本
部
）

中
央
執
行
委
員

  

田 

口 

広こ

う 

大だ

い 

さ
ん

　

貨
物
鉄
産
労
は
７
月
10
日
、

静
岡
市
内
に
お
い
て
第
39
回
定
期

全
国
大
会
を
開
催
し
、
２
０
２

３
年
度
の
運
動
方
針
を
決
定
す

る
と
と
も
に
、
Ｊ
Ｒ
入
社
世
代
に

よ
る
新
執
行
部
が
選
出
さ
れ
た
。

　

大
杉
正
美
中
央
執
行
委
員
長

（
Ｊ
Ｒ
連
合
副
会
長
）は
挨
拶
で

「
安
全
の
確
立
」「
Ｊ
Ｒ
貨
物
の

経
営
状
況
と
２
０
２
４
年
問
題

を
は
じ
め
政
策
課
題
へ
の
対
応
」

「
組
織
拡
大
と
民
主
化
闘
争
完
遂
」

に
つ
い
て
提
起
し
た
う
え
で
、

「
持
続
可
能
な
鉄
道
貨
物
を
築

く
に
は
Ｊ
Ｒ
各
社
間
の
連
携
が

求
め
ら
れ
る
。
Ｊ
Ｒ
貨
物
が
信

頼
を
得
て
経
営
自
立
す
る
た
め

に
も
労
使
関
係
の
正
常
化
が
不

可
欠
だ
」
と
新
執
行
部
の
果
敢

な
取
り
組
み
を
訴
え
た
。

　
Ｊ
Ｒ
連
合
か
ら
は
荻
山
会
長

が
出
席
し
、「
Ｊ
Ｒ
貨
物
が
期
待

に
応
え
る
た
め
に
、
荷
主
の
理

解
・
協
力
の
促
進
や
貨
物
ル
ー
ト

強
靭
化
な
ど
課
題
と
処
方
箋
は

示
さ
れ
て
い
る
。
本
州
・
北
海
道

の
貨
物
ル
ー
ト
確
保
、
線
路
使
用

料
の
問
題
を
含
め
て
Ｊ
Ｒ
各
社

や
政
治
・
行
政
の
力
な
く
し
て
問

題
は
解
決
し
な
い
。
私
た
ち
の
活

動
や
政
策
力
を
し
っ
か
り
伝
え

れ
ば
、
必
ず
組
織
拡
大
が
進
む
。

自
信
を
持
っ
て
全
力
で
取
り
組

も
う
」
と
挨
拶
し
た
。

　
質
疑
応
答
で
は
、
政
策
課
題
の

解
決
、
離
職
防
止
の
た
め
の
職
場

の
魅
力
向
上
、
そ
の
た
め
の
基
盤

と
な
る
組
織
拡
大
に
つ
い
て
討

議
が
展
開
さ
れ
た
。
Ｊ
Ｒ
東
海
ユ

ニ
オ
ン
指
令
員
と
の
意
見
交
換

会
や
全
国
の
若
手
が
集
う
ユ
ー

ス
ラ
リ
ー
な
ど
の
紹
介
も
あ
り
、

Ｊ
Ｒ
連
合
な
ら
で
は
の
有
意
義

な
活
動
の
Ｐ
Ｒ
や
Ｊ
Ｒ
採
用
者

の
主
体
的
な
行
動
の
必
要
性
に

つ
い
て
確
認
し
合
っ
た
。

　

辻
村
和
裕
書
記
長
の
集
約
答

弁
を
受
け
て
す
べ
て
の
議
案
を

満
場
一
致
で
可
決
し
、
Ｊ
Ｒ
世

代
で
構
成
さ
れ
る
新
執
行
部
を

選
出
。
今
後
の
組
織
拡
大
へ
躍

進
を
決
意
し
、
力
強
く
運
動
を

始
動
さ
せ
た
。

《
新
三
役
》

中
央
執
行
委
員
長　

辻
村
和
裕

中
央
執
行
副
委
員
長　

吉
永
和
史

書
記
長　
　
　
　
　

橋
爪
博
史

　
Ｊ
Ｒ
西
労
組
は
７
月
19
日
〜

21
日
、
富
山
市
内
に
お
い
て
第

35
回
定
期
中
央
本
部
大
会
を
開

催
し
、
来
賓
・
代
議
員
・
傍
聴
な

ど
約
４
０
０
人
の
参
加
の
も
と
、

２
０
２
３
年
度
の
運
動
方
針
を

満
場
一
致
で
決
定
し
た
。
Ｊ
Ｒ

連
合
か
ら
は
、
荻
山
会
長
と
宮

野
勇
馬
企
画
局
長
が
参
加
し
た
。

　

主
催
者
挨
拶
に
立
っ
た
上
村

良
成
中
央
執
行
委
員
長
（
Ｊ
Ｒ

連
合
副
会
長
）
は
、
コ
ロ
ナ
禍

を
乗
り
越
え
る
こ
と
が
で
き
た

の
は
正
に
Ｊ
Ｒ
西
労
組
の
団
結

力
が
あ
っ
た
か
ら
で
あ
り
、
安

全
を
大
前
提
と
し
つ
つ
、
２
０

２
３
春
季
生
活
闘
争
妥
結
時
に

会
社
に
強
く
伝
え
た
組
合
員
の

負
託
に
応
え
る
一
時
金
を
勝
ち

取
る
決
意
を
述
べ
た
。
ま
た
、

Ｊ
Ｒ
西
日
本
グ
ル
ー
プ
全
体
の

魅
力
を
高
め
る
必
要
性
を
訴
え

た
。

　
ま
た
、
荻
山
会
長
は
、
政
策
課

題
の
解
決
へ
地
域
と
の
繫
が
り

を
持
つ
労
働
組
合
の
強
み
を
活

か
し
た
取
り
組
み
の
要
請
、
魅
力

あ
る
Ｊ
Ｒ
を
築
く
新
・
中
期
労

働
政
策
ビ
ジ
ョ
ン
の
改
訂
、
Ｊ

Ｒ
産
業
の
持
続
的
成
長
に
不
可

欠
な
Ｊ
Ｒ
連
合
へ
の
総
結
集
、

す
べ
て
の
Ｊ
Ｒ
各
社
と
の
信
頼

関
係
の
確
立
な
ど
に
つ
い
て
決

意
を
述
べ
た
。

　

質
疑
で
は
安
全
の
確
立
や
一

時
金
、
矢
継
ぎ
早
に
実
施
さ
れ

る
施
策
へ
の
対
応
、
地
方
公
共

交
通
の
あ
り
方
と
政
治
の
関
わ

り
、
絆
を
深
め
る
組
織
運
動
な

ど
に
つ
い
て
意
見
が
出
さ
れ
、担

雅
明
氏
、
白
壁
靖
子
氏
ら
が
退

任
し
た
。
最
後
に
、
再
任
さ
れ

た
上
村
委
員
長
の
団
結
が
ん
ば

ろ
う
で
、
魅
力
あ
る
Ｊ
Ｒ
西
労

組
運
動
を
継
承
・
発
展
さ
せ
て

い
く
誓
い
を
新
た
に
し
た
。

院
総
支
部
、
Ｊ
Ｒ
西
労
組
中
央

本
部
医
療
部
会
、
Ｊ
Ｒ
西
日
本

ポ
シ
ブ
ル
医
科
学
労
働
組
合
か

ら
、
医
療
・
介
護
に
従
事
し
て

い
る
組
合
員
の
代
表
者
ら
が
出

席
し
た
。

　
Ｊ
Ｒ
連
合
医
療
連
絡
会
の
梅

村
昌
人
代
表
幹
事
は
冒
頭
の
挨

拶
で
、
コ
ロ
ナ
禍
が
徐
々
に
収

束
に
向
か
っ
て
い
る
も
の
の
、

医
療
・
介
護
現
場
は
依
然
と
し

て
大
変
で
あ
る
こ
と
に
触
れ
、

組
合
員
に
寄
り
添
う
活
動
を
し

て
い
く
決
意
を
述
べ
た
。

　

参
加
者
に
よ
る
意
見
交
換
で

は
、
現
状
と
課
題
認
識
を
共
有

し
た
。
ま
た
次
年
度
は
部
外
と

の
交
流
や
情
報
交
換
を
通
じ
て
、

関
係
者
の
労
働
条
件
・
環
境
の

改
善
や
人
財
確
保
に
繋
げ
て
い

く
こ
と
を
確
認
し
た
。

当
か
ら
の
答
弁
、

羽
野
敦
之
書
記

長
（
Ｊ
Ｒ
連
合

執
行
委
員
）
の

総
括
答
弁
を
経

て
、
す
べ
て
の

議
案
が
満
場
一

致
で
可
決
さ
れ

た
。

　

役
員
改
選
で

は
、
長
年
に
わ

た
り
Ｊ
Ｒ
西
労

組
運
動
を
牽
引

し
て
き
た
本
田

　
Ｊ
Ｒ
連
合
は
、
６
月
27
日
、

コ
ロ
ナ
禍
で
エ
ッ
セ
ン
シ
ャ
ル

ワ
ー
カ
ー
と
し
て
現
場
を
支
え

な
が
ら
、
い
の
ち
と
健
康
を
守

る
た
め
に
懸
命
に
働
い
て
い
る

医
療
・
介
護
従
事
者
の
処
遇
・

労
働
環
境
の
改
善
と
人
財
確
保

の
推
進
、
医
療
・
介
護
サ
ー
ビ

ス
の
質
の
向
上
を
図
る
た
め
、

第
25
回
医
療
連
絡
会
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ＪＲ西労組第35回定期中央本部大会

　ＪＲ連合は、台湾鉄道の労
働組合である台湾鉄路工会と
の友好協定を締結・更新する
ため、荻山会長を中心とする
台湾鉄路工会第15次訪台団を
結成し、６月26日～30日にか
けて台湾を訪問した。
　台湾鉄路工会との交流は、
1993年６月「日華鉄道労働者
人物交流に関する協定」を締
結して以降、2019年11月の第
14次訪問団に至るまで毎年実
施してきた。コロナ禍により
中断を余儀なくされていたが、
入出国制限等がなくなったこ
とから相互交流を再開し、協
定の更新に至った。
　訪問初日には、ＪＲ連合荻
山会長と台湾鉄路工会陳

チン

世
シイ

杰
チエ

理事長が、友好協定書に調印
を行い、荻山会長は「今回の
協定更新を礎に、両者の連帯
が一段と深まることを願う」
と挨拶した。
　その後、台湾鉄道の国有民

営化（公社化）を2024年１月
に控えるなか、日本の国鉄分
割民営化時の状況について説
明を行うとともに、最優先課
題である安全の確立や組合員
の生活を支える様々な制度に
ついての意見交換を行った。
　歓迎交流会には、台湾鉄路
管理局トップの杜

ツウ

微
ウェイ

局長も出
席し、公社化後も安全な鉄道
を不断に追求していくことの
重要性等について意見を交わ
した。
　ＪＲ連合は引き続き、理念
を同じくする国内外の労働者
と連帯して取り組んでいく。

友好協定を更新 相互の連帯を確認台湾鉄路工会
第15次訪台団


